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21,712名
644,651,000円

29,691円����年��月��日現在

　

暦
の
上
で
二

月
四
日
は
立

春
。
春
の
始
ま

り
で
す
。
寒
さ

は
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
期
で
す

が
、
春
も
近
づ

き
、
う
れ
し
く
も
な
り
ま
す
。

　

私
は
日
頃
、
対
人
援
助
の
仕

事
に
携
わ
り
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
意
識
を
し
て
い

ま
す
。
人
間
関
係
、
信
頼
関
係

の
基
本
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」が
大
切
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
情
報
の

伝
達
」
と
「
人
間
の
心
の
交
流

を
促
し
、
お
互
い
に
理
解
を
深

め
て
関
わ
り
合
う
」
こ
の
二
つ

の
機
能
を
併
せ
持
つ
意
思
疎
通

と
い
う
相
互
作
用
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
頃
、
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
ご
く
身
近
で
、
あ

た
り
前
の
言
葉
、
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
職
場
の

同
僚
、
家
族
、
友
人
…
。
一
日

ど
の
く
ら
い
使
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
あ
る
調
査
で
は
、
一
日

に
言
う

4

4

回
数
は
平
均
七
回
。
言4

わ
れ
る

4

4

4

回
数
が
四
回
だ
そ
う
で

す
。
相
手
と
の
付
き
合
い
が
長

く
な
る
ほ
ど
「
し
て
も
ら
っ
て

あ
た
り
前
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
り
が
ち
で
す
。
同
僚
で
も
、

家
族
で
も
、
友
人
で
も
良
い
関

係
を
築
く
た
め
に
、
日
常
生
活

の
中
で
、素
直
な
気
持
ち
で
「
あ

り
が
と
う
」
を
。
一
人
ひ
と
り

が
大
切
に
さ
れ
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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元原子炉格納容器設計技術者　原発の技術的問題と安全性の
考え方について、講演や発言を続けられています（ ）

３月14日㈯ øú࣌÷÷෼ɹ։ձ

“電気を起こす風車”で村を救った14歳の少年の奇跡の実話“電気を起こす風車”で村を救った14歳の少年の奇跡の実話
　東日本大震災および東京電力福島第１原子力発電所事故から９年を迎えます。世間では、事故
が過去の出来事として忘れられつつあります。
　「福島に暮らす私たちができること」は、
　・あの日のことを決して忘れない。　・被災者の様々な問題や不安に寄り添い支援する。
　・全ての原発を廃炉にし、自然エネルギーへの転換をすすめる。
　・子ども達の明るい未来のために、私たち大人が示せることをする。
　あらためて一緒に考え、行動に移すきっかけとするために、是非ご覧ください。
　（この作品は、原発とは少し内容が離れますが、自然エネルギー転換の問題や子どもの貧困問
題など、昨今見過ごせない内容が含まれています。）

【と　き】　２月14日㈮～20日㈭…９時30分～／14時00分～ʢ̍೔̎ճ্өʣ
　　　　　２月21日㈮～27日㈭…９時30分～ʢ̍೔̍ճ্өʣ
【ところ】　フォーラム福島
【前売券】　1,100円
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「風をつかまえた少年」「風をつかまえた少年」
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日 程

場 所

2020年４月16日㈭
₉時30分～12時

アオウゼ

（ ）ダイユーエイト
MAXふくしま４階

健康づくり
活動交流集会の
お知らせ

　2019年度、健康づくりの総まとめ
「健康づくり活動交流集会」の日程
が決まりました。現在、楽しい企画
を準備中です。
　詳しい内容については「いのちの
炎３月号」でお知らせいたします。
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　生協強化月間を前に、９月に行われた合同支部運営委員
会では、個人情報についての振り返りを行いました。人と
のつながりが大事とされる昨今。あらためて私たち医療生
協の活動が大事である事を再確認することが出来ました。
折しも10月に起こった台風19号では、独自に被災した組合
員の情報を集め、清掃を手伝うなどの支援をする支部も見
られ、医療生協組合員のつながりの大切さを実感しました。
　各支部では、亡くなった組合員の方々の出資金を家族へ
引き継いでいただこうと訪問行動を実施しました。伺った
訪問先では、快く引き継いでいただき、また、遠方にお住
まいの家族からは、故人の遺志を「寄付」という形で残し
たいとのお申し出をいただくなど、成果につながりました。
また生協内の事業所では昨年の成果から、強化月間を知ら
せる腕章をつけて業務を行ったり、独自パンフレットを配
布したりと工夫しながら取り組みました。
　私たちの理念である「いのち輝く明日のために、健康づ
くり、仲間づくり、まちづくり、みんなでつくるみんなの
安心」のため、これからも医療生協の活動をすすめて行き
ましょう。

◀
き
ら
り
健
康
ま
つ
り
in
す
か
わ

　
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ー
ン
ケ
ー
ン

　
　
ポ
ー
ン
!!
」

◀
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▶
保
健
委
員
会
学
習
会

　
「
減
塩
調
理
実
習
」

（1）第425号 2020年₂月発行〔私たちの理念〕いのち輝く明日のために　健康づくり　仲間づくり　まちづくり　みんなでつくる　みんなの安心
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保
健
委
員
会

　
調
理
実
習

中
西
ブ
ロ
ッ
ク

班 会 あ れ こ れ ①

住
所
の
変
更
届
出
の
催
告

福
島
市
（
三
河
北
町
）
松
崎
直

己
、（
太
田
町
）
ジ
エ
フ
コ
ア
、

矢
沢
順
子
、
渡
辺
政
雄
、（
野

田
町
）
池
田
和
枝
、
稲
川
広
子
、

岩
倉
隆
亮
、
大
堀
義
之
、
小
川

直
希
、
末
永
正
夫
、
中
村
哲
也
、

西
坂
庄
一
、
平
澤
長
二
郎
、
本

田
朗
子
、（
北
中
央
）
渡
苅
史

紀
、（
南
中
央
）
安
斉
高
彦
、

伊
東
加
奈
子
、
紺
野
秀
昭
、
清

野
ミ
サ
、（
森
合
）
佐
藤
智
子
、

三
瓶
セ
ツ
、
太
刀
川
嘉
信
、
村

田
セ
ヨ
、（
須
川
町
）
斉
藤
史

代
、（
矢
剣
町
）
渡
辺
幸
子
、（
八

木
田
）
池
田
隆
之
、（
上
野
寺
）

藤
田
光
昭
、（
下
野
寺
）
片
倉

憲
子
、（
笹
木
野
）
伊
藤
け
い

子
、
加
藤
久
美
子
、（
八
島
田
）

稲
葉
勇
一
、
紺
野
和
壽
、（
永

井
川
）
浅
川
真
也
、
髙
木
忠
、

手
塚
聡
、（
上
鳥
渡
）
安
達
実
、

（
大
森
）
遠
藤
康
男
、
大
橋
臣

典
、
小
野
ふ
さ
、
熊
坂
博
雄
、

高
橋
康
志
、
山
際
由
貴
子
、（
荒

井
）
斎
藤
馨
、（
桜
本
）
窪
田

卓
磨
、（
南
沢
又
）
阿
部
金
吾
、

阿
部
由
紀
子
、
五
十
嵐
一
子
、

伊
勢
忠
俊
、
板
垣
レ
イ
子
、
大

内
和
則
、
川
原
田
信
次
、
菅
藤

二
三
子
、
齋
藤
多
佳
、
佐
々
木

雅
代
、
佐
藤
浩
子
、
佐
藤
力
男
、

塩
田
祐
一
、
清
野
と
よ
、
富
野

シ
マ
子
、
長
場
良
、
西
村
民
子
、

三
浦
チ
ヒ
、
渡
辺
ミ
サ
子
、（
北

沢
又
）
斎
藤
ハ
ツ
イ
、
佐
藤
共

子
、
鈴
木
サ
キ
、
鈴
木
佐
多
子
、

為
永
恵
利
子
、
松
本
裕
子
、
松

本
ハ
ル
エ
、
村
上
和
正
、
渡
辺

歌
子
、（
笹
谷
）
江
崎
尚
、
岡

本
勉
、
亀
田
安
将
、
菊
地
信
子
、

木
戸
春
美
、
小
室
恵
子
、
佐
々

木
チ
ヨ
、
佐
藤
和
子
、
佐
藤
和

也
、
佐
藤
千
晶
、
新
保
沙
織
、

戸
浪
義
勝
、
半
澤
ト
ヨ
、
藤
岡

セ
ツ
、
蓬
田
康
雄
、（
大
笹
生
）

佐
藤
幹
夫
、（
北
矢
野
目
）
井

戸
川
き
よ
子
、
田
中
勇
市
、（
南

矢
野
目
）
大
内
百
合
子
、
飛
田

和
子
、（
鎌
田
）
高
見
仁
子
、（
宮

代
）
小
島
静
哉
、
千
葉
孝
雄
、

三
原
侑
子
、（
飯
坂
町
）
小
林

信
夫
、
髙
木
幸
恵
、
長
谷
川
義

浩
、
畠
利
之
、（
飯
坂
町
湯
野
）

安
西
茂
夫
、
齋
藤
敏
子
、
鈴
木

ト
ク
、（
飯
坂
町
平
野
）
蒲
倉

勝
、
紺
野
覚
、
清
野
由
美
子
、

髙
橋
真
紀
子
、
武
田
美
代
子
、

（
御
山
）
小
林
勉
、
永
井
直
美
、

柳
田
早
紀
、
山
方
幸
子
、
山
岸

ミ
ヨ
、（
泉
）
志
賀
直
士
、
柴

田
満
男
、
加
藤
春
美
、（
五
月

町
）
髙
橋
一
也
、
藤
原
つ
や
子
、

（
宮
町
）
箱
崎
好
孝
、（
腰
浜
町
）

佐
々
木
隆
行
、
寺
島
未
来
、
中

村
友
基
、
本
田
清
則
、（
新
町
）

武
田
貴
代
、（
高
野
河
原
下
）

曳
地
一
良
、
薮
内
直
也
、（
桜

木
町
）
八
巻
一
春
、（
山
下
町
）

伊
藤
キ
ミ
、
大
泉
直
志
、（
八

島
町
）
野
田
直
美
、（
堀
河
町
）

辰
口
薫
、（
森
合
町
）
石
川
哲
、

高
橋
四
郎
次
、（
万
世
町
）
山

田
政
子
、（
郷
野
目
）
斎
藤
和

子
、（
黒
岩
）
菊
地
伸
也
、
栗

城
恭
子
、
丹
治
敏
彦
、
永
澤
翔
、

沼
田
ト
モ
子
、
吉
田
昭
彦
、（
鳥

谷
野
）
三
浦
健
一
、
宮
地
孝
司

郎
、
安
田
俊
、（
南
町
）
安
齋

優
子
、
後
藤
キ
ン
、
郡
司
満
、

（
伏
拝
）
遠
藤
明
雄
、
大
内
美

由
紀
、
宍
戸
真
由
美
、
田
山
義

樹
、（
渡
利
）
小
手
森
信
子
、

白
瀬
秀
直
、（
小
倉
寺
）
飯
塚

洋
子
、（
鎌
田
）
赤
間
ハ
ツ
ヨ
、

阿
部
光
次
、（
本
内
）
大
槻
実
、

佐
藤
タ
カ
子
、（
瀬
上
町
）
伊

澤
雅
史
、
猪
口
泰
子
、
斉
木
一

郎
、
齋
藤
和
紀
、
杉
本
ゆ
か
り
、

高
城
千
恵
、
福
島
淳
司
、
宮
崎

真
、
渡
辺
忠
治
、（
光
が
丘
）

菅
野
綾
、（
蓬
萊
町
）
伊
藤
修

治
、
佐
藤
艶
子
、
畑
中
ミ
ツ
ヨ
、

（
松
川
町
）
鈴
木
陽
子
、
丹
野

亘
、（
立
子
山
）
野
地
ま
さ
子
、

（
飯
野
町
）
渡
邉
友
紀
、（
伊
達

郡
川
俣
町
）
大
澤
由
美
子
、（
伊

達
郡
国
見
町
）
秦
隆
幸
、（
伊

達
郡
桑
折
町
）
國
分
翔
太
、（
伊

達
市
）
菅
野
元
子
、
佐
藤
明
子
、

野
田
ト
キ
子
、
半
沢
馨
一
、（
伊

達
市
保
原
町
）
畑
多
喜
子
、
藤

田
孝
子

�

〔
敬
称
略
〕

　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合
で
定
款
第
十
条
「
み
な
し
自
由

脱
退
」
に
も
と
づ
き
、
居
住
地
が
不
明
の
組
合
員
に
つ
い
て
、

「
自
由
脱
退
」
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　

当
医
療
生
協
で
は
、
住
所
不
明
の
組
合
員
に
関
し
て
、
本
日

ま
で
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
転
居
先
等
が
判
明

し
な
い
た
め
、「
住
所
の
変
更
届
出
の
催
告
」
に
つ
い
て
公
告

し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ら
り
健
康
生
活
協
同
組
合

�

理
事
長　

栗　

村　
　
　

知

〔
お
願
い
〕

　

○
個
人
情
報
保
護
の
関
係
上
、
氏
名
の
み
の
記
載
と
し
て
い

ま
す
。

　

○
下
記
の
名
簿
の
中
で
、
お
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
、「
医
療

生
協
本
部（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
二
四
―
五
三
一
―
六
二
六
二
」
ま

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　令和元年台風19号等災害に関する募金にご協力いただき、誠にありがとう
ございました。おかげさまで、46,690円の義援金が集まりました。
　お預かりしました義援金に法人からの義援金を合わせ、合計10万円を福島
県災害対策本部に寄付いたしましたので、御礼かたがたご報告申し上げます。
　2020年２月１日 きらり健康生活協同組合

理事長　栗　村　　　知

台風19号等災害募金　ご協力の御礼

　

日
頃
の
食
生
活
に
は
自
分
な
り

に
塩
分
、
油
分
の
取
り
過
ぎ
に
は

注
意
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、

美
味
し
い
、
イ
コ
ー
ル
濃
い
味
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
勉
強
会
で

は
、
全
部
の
料
理
を
薄
味
に
す
る

の
で
は
な
く
、
濃
い
味
、
薄
い
味

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
調
理
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
薄
味
で
も
お
い
し
く
頂
け
る
。

ぜ
ひ
実
行
し
て
見
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
豆
腐
カ
ニ

カ
マ
あ
ん
か
け
等
、
と
て
も
お
い

し
く
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

目
か
げ
ん
、
手
か
げ
ん
で
毎
日
の

食
事
を
作
っ
て
い
る
私
に
と
っ

て
、
そ
の
つ
ど
計
量
し
て
の
作
業

は
大
変
で
し
た
。
計
量
す
る
こ
と

に
よ
り
調
味
料
の
感
覚
を
つ
か

み
、
毎
日
の
食
事
の
準
備
に
い
か

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

食
材
の
下
ご
し
ら
え
、
ニ
ン
ジ

ン
の
千
切
り
、
エ
ノ
キ
茸
の
み
じ

ん
切
り
、
毎
日
や
っ
て
い
る
事
で

も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
調
理
す
る
こ

と
で
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
。
中
で
も
カ
ニ
カ
マ
の
ほ
ぐ
し

方
で
は
、
五
、
六
本
ま
な
板
に
な

ら
べ
、
包
丁
を
す
べ
ら
せ
、
あ
っ

と
い
う
間
に
ほ
ぐ
れ
る
わ
ざ
、
目

か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。

　

楽
し
く
学
び
お
い
し
く
頂
き
、

沢
山
の
収
穫
の
あ
っ
た
学
習
会
で

し
た
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
気

を
付
け
、
高
齢
化
ま
っ
し
ぐ
ら
の

今
、
減
塩
の
大
切
さ
を
再
認
識
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

11／₂ 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
11／₂ 吾 妻 東 ど ん ぐ り 班 つながりマップについて
11／₃ 蓬 萊 ウォーキング班 ウォーキング
11／₄ 笹 谷 こらんしょ会班 茶話会
11／₅ 吾 妻 東 ミモザの園班 骨密度測定
11／₆ 上松川診療所 四 季 桜 班 嚥下検診
11／₆ 信 夫 ひ ま わ り 班 大きな声を出しストレス解消
11／₇ 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンス
11／₇ 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
11／₈ 吾 妻 東 男 の 料 理 班 調理実習
11／₈ 上松川診療所 せ せ ら ぎ 班 なつかしい歌を歌いましょう
11／₈ 信 夫 カ ト レ ア 班 ゆっくり身体を動かしましょう
11／₉ 三 河 台 中 ふれあいサロン班 フレイルについて
11／₉ 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
11／₉ 蓬 萊 パソコン₂号店班 エクセルで絵を描く
11／11 笹 谷 よりあい体操班 体操
11／11 余 目 北矢野目合同班 糖質制限ダイエットの危険性
11／13 保 原 こ ぶ し 班 減塩調理実習
11／13 杉 妻 歩こう会“風”班 元気に歩こう
11／14 三 河 台 西 ス ッ キ リ 班 生協強化月間、仲間の筋力アップ
11／14 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
11／14 吉 井 田 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
11／14 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
11／14 杉 妻 男 の 健 康 班 誰にでも出来る簡単体操
11／14 とやのクリニック プロＤ　ＯＧ班 近況報告
11／15 せのうえ第₁ パ ソ コ ン 班 パソコン操作
11／15 鎌 田 か す み 草 班 セラバンド体操
11／15 蓬 萊 き ら き ら 班 パン作り
11／16 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
11／18 余 目 び い ず 班 セラバンド体操
11／18 保 原 や よ い 班 健診の振り返り、脳トレ
11／18 保 原 芳 賀 更 正 班 糖質制限ダイエットの危険性
11／19 三 河 台 東 ス マ イ ル 班 クリスマスカードを作ろう
11／19 信 夫 たまごっち班 クラフト作成による老化防止
11／20 吾 妻 東 茶 話 会 班 フレイルについて
11／21 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
11／21 川 南 東 支 部 主 催 班 体組成測定、茶話会
11／21 川 南 西 ふきのとう班 血管年齢測定
11／21 向 瀬 上 向 瀬 上 班 茶話会
11／21 信 夫 す み れ 班 組合員活動交流集会リハーサル
11／21 杉 妻 あ き づ き 班 健康「囲碁・将棋・麻雀」
11／21 渡 利 支 部 主 催 班 手ぬぐい体操
11／21 蓬 萊 パ ソ コ ン 班 パソコンを学ぶ
11／22 吾 妻 東 萱 場 班 感染症予防
11／22 吾 妻 西 高 橋 憲 一 班 足指力チェック
11／22 川 北 東 支 部 主 催 班 セラバンド体操
11／22 杉 妻 あじさい会班 冬の寒さ対策
11／25 吾 妻 西 伊藤カツ子班 体の温まるレクリエーション
11／25 吾 妻 西 木 村　 公 班 じゃがいもを使ったお好み焼きを作る
11／25 上松川診療所 八 重 桜 班 お口の健康
11／25 蓬 萊 コ ス モ ス 班 ₁年の振り返り
11／27 三 河 台 中 小 富 士 班 棒を使って簡単体操
11／27 信 夫 す み れ 班 セラバンド体操
11／28 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
11／28 吉 井 田 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
11／28 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
11／29 瀬上第₃・保原 ひめさゆり・やまゆり班 肺炎球菌について
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■UFOふれあい館
　飯野町千貫森エリアは、今から２万５千年ほど
昔に、異星人と交流していた文明があったという
研究家もおり、千貫森を中心とした巨石群が存在
し、磁場の発生も確認されています。
　UFO ふれあい館１階にはミステリーゾーンや
３Ｄシアターがあり、日本や世界そして飯野町の
UFO情報も映像とパネルによって紹介しています。
　千貫森（標高462.5ｍ）には磁石の方位針が定ま
らず、南北を指さないポイントが随所にあり、地
下に強力な磁場があるのではと考えられています。
また、UFO は「磁気を動力源にしているのでは
…？」とも言われており、この山に飛来し、磁気
を高めているのではないかと考えられています。
　千貫森はその三角形のシルエットから「古代のピラミッドでは？」と言う説もあり、
昔から発光体が飛来する不思議な場所として地元住民の話題になってきました。
　千貫森を中心に北西から南東にかけて、あたかもピラミッドを守るスフィンクスの
ごとく変わった巨石が点在している。「モアイ石」「舟形石」「くじら石」などと呼ば
れるもので方位石もあり、同じ物がエジプトの大ピラミッドでも発見されていること
は興味深い事柄です。

　

真
冬
で
す
。
寒
い
で
す
。
と

は
い
え
、
私
の
若
か
っ
た
頃
は
、

こ
ん
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
し
て

会
津
若
松
の
出
身
、
高
校
時
代

の
私
の
役
割
り
は
朝
の
雪
カ
キ

で
し
た
。
女
子
高
生
が
毎
日
毎

朝
の
雪
カ
キ
？
。で
す
よ
ね
ェ
、

そ
の
訳
は
今
で
い
う
イ
ケ
メ
ン

4

4

4

4

の
新
聞
少
年
か
ら
朝
刊
を
受
け

取
る
た
め
で
し
た
。
転
校
し
た

て
の
春
、
昔
か
ら
タ
ダ
者

4

4

4

で
は

な
か
っ
た
母
が
「
新
聞
配
達
の

子
、
カ
ッ
コ
イ
イ
よ
。
お
ま
え

も
会
っ
て
み
た
ら
」
と
勧
め
る

の
で
、
早
起
き
し
て
見
て
み
る

と
確
か
に
グ
ー
で
す
。
彼
が
高

校
生
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
母

は
聞
き
だ
し
て
い
た
よ
う
で
し

た
。
さ
て
、
ど
う
や
っ
て
友
達

に
な
ろ
う
。
時
代
は
今
の
よ
う

に
何
で
も
有
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
従
っ
て
直
球
勝
負

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
朝
、
早

起
き
を
し
て
そ
の
少
年
か
ら
新

聞
を
受
け
取
る
と
い
う
手
段
に

出
ま
し
た
。
そ
し
て
少
し
ず
つ

話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
程
な

く
彼
の
方
か
ら
付
き
合
っ
て
欲

し
い
と
言
っ
て
来
た
の
で
す
。

（
ヤ
ッ
タ
!!
）
春
、
夏
、
秋
と
朝

の
短
い
会
話
と
時
々
家
に
遊
び

に
来
る
、
そ
ん
な
も
の
で
し
た

け
れ
ど
、
さ
す
が
に
冬
の
朝
は

イ
ケ
メ
ン
の
彼
も
そ
う
で
も
な

い
私
も
、
ど
ち
ら
も
重
装
備
の

不
格
好
、
そ
れ
で
も
心
は
ポ
ッ

と
す
る
「
寒
い
朝
」
の
歌
詞
の

よ
う
な
二
人
で
し
た
。
友
達
以

上
恋
人
未
満
の
二
年
間
、
二
人

き
り
で
背
炙
山
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
行
っ
た
時
、
手
を
つ
な
い
だ

の
が
一
度
だ
け
。
そ
れ
以
上
の

事
は
…
。
今
思
う
と
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
を
し
ま
し
た
。
こ

の
幼
い
恋
は
別
々
の
道
を
歩
み

始
め
た
高
校
卒
業
後
、
自
然
消

滅
し
ま
し
た
。
風
の
便
り
で
彼

は
、
職
場
の
上
司
の
一
人
娘

（
美
人
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
で

す
っ
て
）
の
お
婿
さ
ん
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
私
に
も
そ
う

だ
っ
た
け
れ
ど
、
尽
く
す
タ
イ

プ
の
人
だ
か
ら
、
き
っ
と
上
手

く
や
っ
て
い
っ
た
わ
よ
ね
。
も

う
、
お
孫
さ
ん
が
何
人
も
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
雪
の
ち
ら
つ

く
冬
の
日
に
、
チ
ョ
ッ
と
思
い

出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
又
。

〜
夢
は
見
る
も
の
　語
る
も
の
〜

飯　

塚　

啓　

子
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班 会 あ れ こ れ ②
12／₂ 笹 谷 こらんしょ会班 茶話会
12／₄ 信 夫 ひ ま わ り 班 大きな声を出しストレス解消
12／₅ 三 河 台 西 ビン・バン・ボン班 フォークダンス
12／₅ 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
12／₅ 蓬 萊 パ ソ コ ン 班 パソコンを学ぶ
12／₆ 上松川診療所 せ せ ら ぎ 班 脳トレとひらめきクイズ
12／₇ 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
12／₇ 清 明 遠 藤 セ ツ 班 インボディの測定　他
12／₇ 吾 妻 東 ど ん ぐ り 班 定例会
12／₉ 笹 谷 よりあい体操班 体操
12／₉ 余 目 び い ず 班 セラバンド体操
12／10 吾 妻 東 ミモザの園班 大人女子会
12／10 吾 妻 西 沢 田 キ ク 班 減塩について、ピクルスづくり
12／10 余 目 Ｓ Ｓ Ｗ 班 感染予防・体操
12／10 信 夫 たまごっち班 クラフト作成による老化防止
12／10 杉 妻 歩こう会“風”班 元気に歩こう
12／11 上松川診療所 四 季 桜 班 ボールを使った運動
12／11 保 原 こ ぶ し 班 忘年会
12／12 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
12／12 清 明 もぐチャン班 忘年会
12／12 吉 井 田 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
12／12 川 南 西 ふきのとう班 水餃子づくり
12／12 せのうえ第₂ Ｐ Ｐ Ｋ 班 体組成測定
12／12 保 原 芳 賀 更 正 班 脳トレ
12／12 蓬 萊 パ ソ コ ン 班 パソコンを学ぶ
12／13 吾 妻 東 男 の 料 理 班 料理を作って食べよう
12／14 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
12／14 蓬 萊 パソコン₂号店班 ワードの使い方
12／16 吾 妻 西 伊藤カツ子班 減塩調理実習
12／17 三 河 台 東 ス マ イ ル 班 アロマオイルづくり
12／17 吾 妻 西 木 村　 公 班 ボウリング忘年会
12／17 せのうえ健康クリニック つ ば き 班 糖質制限ダイエットの危険性
12／18 吾 妻 東 茶 話 会 班 クリスマス会　他
12／18 上松川診療所 メ ロ ン 班 漢字パズル・字数限定脳トレ
12／19 森 合 カ ラ オ ケ 班 皆でカラオケ
12／19 信 夫 ぼ た ん 班 頭・指先を使いましょう
12／19 杉 妻 あ き づ き 班 健康「囲碁・将棋・麻雀」
12／19 蓬 萊 き ら き ら 班 パン作り
12／20 吾 妻 西 うさぎとかめ班 大腸がんとすい臓がんについて
12／20 鎌 田 か す み 草 班 セラバンド体操・忘年会
12／21 森 合 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
12／23 佐 倉 支 部 主 催 班 忘年会
12／23 信 夫 す み れ 班 忘年会
12／24 杉 妻 あじさい会班 2019年の出来事・忘年会
12／26 吉 井 田 体 操 広 場 班 セラバンド体操　他
12／26 川 南 東 支 部 主 催 班 茶話会
12／26 信 夫 カ ト レ ア 班 ゆっくり身体を動かしましょう

「
私
た
ち
は
ど
う
生
き
、死
ぬ
か
？
」

医

　師

　
　川

　添

　隆

　司

ୈ
̏
ճ

ୈ
̏
ճ

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
良
い
お
正
月
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
か
？

　

今
シ
リ
ー
ズ
「
私
た
ち
は
ど

う
生
き
、
死
ぬ
か
？
」
は
隔
月

の
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま
し

て
、
前
シ
リ
ー
ズ
の
「
生
と
死

を
考
え
る
」
に
比
べ
て
私
に

と
っ
て
も
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ

り
、
毎
回
随
分
と
頭
を
悩
ま
せ

な
が
ら
書
い
て
い
る
た
め
で
す
。

先
日
は
読
者
の
方
か
ら
も
「
先

生
、
今
回
の
は
む
つ
か
し
く
て

よ
う
わ
か
ら
ん
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
で
も
、
回
が
進
ん
で
い

け
ば
少
し
ず
つ
御
理
解
い
た
だ

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
と
い

う
わ
け
で
前
回
予
告
し
た
内
容

「
私
た
ち
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か
」
は

先
送
り
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

今
号
は
別
の
話
題
で
す
。

　

一
般
的
に
死
に
至
る
ま
で

（
終
末
期
）
の
経
過
は
以
下
の
よ

う
な
三
つ
の
モ
デ
ル
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
お

く
と
自
分
の
死
を
考
え
る
時
、

家
族
の
死
を
考
え
る
時
に
参
考

に
な
り
ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
と

は
「
が
ん
な
ど
の
モ
デ
ル
」、「
心

肺
疾
患
な
ど
の
臓
器
不
全
モ
デ

ル
」、「
認
知
症
・
老
衰
モ
デ
ル
」

の
三
つ
で
す
。

　
「
が
ん
な
ど
の
モ
デ
ル
」、
こ

れ
は
、
治
療
が
困
難
と
な
っ
た

が
ん
に
罹
患
し
た
人
が
た
ど
る

経
過
で
す
。
が
ん
の
場
合
、
初

め
は
が
ん
に
な
っ
た
臓
器
に

よ
っ
て
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

し
か
し
、
不
治
と
な
り
、
進
行

し
て
余
命
が
二
ヶ
月
く
ら
い
の

時
期
に
な
る
と
、
食
欲
低
下
、

倦
怠
感
、
起
立
歩
行
困
難
な
ど

の
症
状
が
ど
の
が
ん
に
も
共
通

し
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
時
期
が
本
人
に
と
っ
て

も
、
家
族
に
と
っ
て
も
一
番
し

ん
ど
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

私
の
経
験
で
は
、
こ
の
二
ヶ

月
の
間
は
途
中
に
比
較
的
安
定

し
て
い
る
期
間
も
あ
り
ま
す
が
、

階
段
状
に
だ
ん
だ
ん
と
状
態
が

悪
化
す
る
こ
と
が
多
く
、
昨
日

と
今
日
が
全
然
違
う
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
た

だ
、
期
間
が
一
～
二
ヶ
月
と
そ

れ
ほ
ど
長
期
で
な
い
た
め
、
訪

問
診
療
や
訪
問
看
護
を
適
切
に

利
用
し
、
医
療
関
係
者
や
、
そ

の
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
支
え

が
あ
り
、
な
お
か
つ
家
族
に
介

護
力
が
あ
る
場
合
は
、
在
宅
で

の
看
取
り
は
可
能
で
す
。た
だ
、

実
際
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、

触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
は
、
四
月
号
の
掲
載
と

な
り
ま
す
）

◀
Ｕ
Ｆ
Ｏ
ふ
れ
あ
い
館

◀
千
貫
森

（3）第425号 2020年₂月発行



ご一緒に俳句・川柳を楽しんでみませんか。作品募集中！どしどしご応募ください。
〈応募・連絡先〉　福島市野田町１−15−12　地域保健部　☎526−1515

きらり俳句・川柳コーナーきらり俳句・川柳コーナー
〈
俳
句
〉

風
花
や
初
め
て
触ふ

れ
し
も
の
濡ぬ

ら
す

深し
ん

閑か
ん

と
音
な
き
音
や
山
眠ね
む

る�

瑞
枝

ふ
る
里
の
祖
母
を
読
手
の
初
歌
留
多

冬
日
向
せ
に
ま
と
わ
ら
せ
う
た
た
寝
す

�

き
ん
も
く
せ
い

〈
川
柳
〉

ウ
タ
サ
ロ
ン
老
い
の
シ
ナ
リ
オ
書
き
か
え
る

い
つ
の
世
も
治
山
治
水
が
国
守
る

�

小
丸
　
耕
哉

手
鏡
で
心
の
傷
に
紅
を
ひ
く

紅
う
す
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
待
つ

�

正
子

日
暮
ら
し
に
幸
せ
運
ぶ
無
料
バ
ス

�

喜
楽
利

౉
ར
ࢧ
෦

͖
Β
Γ
݈
߁
ੜ
ڠ

ɹ
ɹ

��

͖
Ε
͍
ʹ
͠
ୂ

支部だより支部だより

　

渡
利
支
部
で
は
、
二
〇
一
〇
年

八
月
よ
り
「
ふ
く
し
ま
き
れ
い
に

し
隊
」
制
度
（
※
ア
ダ
プ
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
に
登
録
し
、
地
元
、

弁
天
山
周
辺
の
清
掃
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
年
三
回
の
清
掃

を
取
り
組
み
、
渡
利
支
部
の
中
心

的
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
公
益
社
団

法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会（
食

環
協
）で
行
っ
て
い
る
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
助
成
制
度
に
応
募
し
、

見
事
助
成
団
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
全
国
百
五
十
四
団
体
の
申
請
か

ら
三
十
三
団
体
を
助
成
団
体
と
し

て
選
出
）
支
部
で
は
、
早
速
助
成

金
の
活
用
法
を
検
討
し
、
清
掃
道

具
を
補
充
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ

の
道
具
も
有
効
に
活
用
し
、
精
力

的
に
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
活
動
を
開
始
し

十
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
よ
り
一
層
、
地
域
の

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ア
ダ
プ
ト
（
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
）
と
は
英

語
で
「
○
○
を
養
子
に
す
る
」
の
意
味
。

　

一
定
区
画
の
公
共
の
場
所
を
養
子
に

み
た
て
、
市
民
が
わ
が
子
の
よ
う
に
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
面
倒
を
み
（
＝
清

掃
美
化
を
行
い
）、
行
政
が
こ
れ
を
支

援
す
る
制
度
で
す
。

日ɹ時

����年��月��日ʢ໦ʣ

ͱ͜Ζ ຊ෦݈߁ͷՈ̎֊
ʢ໺ాொ̍ஸ໨ øüȂøùʣ

ʣؒ࣌��෼ʢ̍ਓ̍࣌����෼ʙ࣌��
ઐ໳ͷ先ੜΛ͓ݺͼͯ͠ɺඃ͹͘ʹؔ͢Δ

ɻ͢·͍ͯ͠ࢪ૬ஊΛ࣮߁݈
ຖ೔ͷੜ׆ʹෆ҆Λ๊͍͑ͯΔํɺ

ͥͻɺ͓ ਃࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ

振津かつみ 先生
ฌݿ県西ٶ市在ॅ
ฌݿҩՊ大学Ҩ఻学ࣨڭඇৗࢣߨۈʢ์ࣹ榑ج榴ҩ学ʣ

ྉɹۚ ແྉ

ਃࠐઌ ὸ���ʵ����

ඃ͹く健康૬ஊの
お知らせ

⿠頭と体がすっきりします。気෼స׵にもおすすめ
⿠体װをしっかりと৳ばして、おෲをҾきకめるޮՌがあります
⿠血ӷやリンパの流れをྑくするため、ݞこりやྫྷえ性のվ榢、എ
中पりにࢷ๱がつくのを防ぐޮՌがあります

ʮഎ৳ͼͷӡಈʯ
ͷޮՌ

１ɽ٭をݞ෯に։く
２ɽ手を組みʢ手のひらは֎ଆʣ、手のߕをみながら
３ɽගを৳ばして手をఱ井に近づ͚る
̐ɽ頭の先からࢳで௻るされているイメーδでഎ筋を৳ばす
ʢෲࣜٵݺをします。ඓから大きくଉをٵい、口からゆっ
くりଉをుきますʣ

̑ɽゆっくりと手をおろして体の力をൈく
ˎճ数の目҆ɿ３ʙ̑ճ程度

どれどれ？「背伸びの運動」やってみっぺ！

΍ͬͯΈ ΃ͬମ ʂૢ

QBSUᶃ ɹࠓճΑΓ࢝·Δ৽ίʔ
φʔʮ΍ͬͯΈͬ΃ମૢʂʯ
͸ɺʮΘ͔Γ΍͍͢ɺखܰ
ʹͰ͖ΔɺͨΊʹͳΔʯΛ
Ϟοτʔʹɺ༷ʑͳମૢΛ
঺հ͍ͨ͠·͢ɻ

●立っている時…………１よりスタート
●椅子に座っている時…２よりスタート

ʲ日ɹ時ʳ３月29日㈰　10時00分～12時00分
ʲձɹ場ʳ老人保健施設にじのまち
ʲ಺ɹ༰ 『rボッチャ』　˞ ボールを使ってߦうカーリングにࣅたスϙーツ

　パラリンピックの正ࣜछ目にもなっています

ʲࢀՃඅʳ500円ʢҿみ෺　ߦ事保険୅などʣ
ʲͪ࣋෺ʳ動きやすい෰槦、上ཤき、λオル　など
ʲకɹ੾ʳ₃月 21 日​　ˎ定員になり࣍第కめ業らせていただきます
ʲਃࠐΈɾ໰߹ͤઌʳ
　　　　　ి話ຢは௚楯事ۀ所の槜口にお申ࠐみください
　　　　　上松川診療所ʢ☎558−1111ʣ　୲౰ɿࢣޢ؃長　Ԭ⃻

簡単！室内運動

　福島市のごみ排出量は、શࠃฏۉͷ øõú ഒʂ
　人口10万人以上のùýú౎ࢢதϫʔετ⚓Ґで、家庭ごみはϫʔετ⚑Ґ !!
　原発事故による放射能ごみ問題や、水害等の災害によるごみの増加という
問題もありますが、日常の生活スタイルを見直すことで、ごみの量は大きく
変わってきます。ごみの増加は、地球環境に影響を及ぼすだけでなく、各家

庭の支出増にもつながります。
　ご家族やお友達と一緒に、ぜひ参加してみてください。「ご
みを溜めずに、お金を貯める」ちょっとしたコツが学べるかも
しれませんよ！

環境保全ネットワークふくしま県北会議
環境講演会のお知らせ

家庭で出る「ごみ」を減らすために！
運動不

足

解消企
画

豪華?! 景品あり

楽しみながら気軽に体を動かして、
運動不足を解消しよう !!

ʲձɹ場ʳ
ʲࢀՃඅʳແ料　　̡ కɹ੾ʳ₃月14日​
ʲਃࠐΈ 　r地域保健部　☎526−1515

ʲ日ɹ時ʳ３月18日㈬　10時00分～12時00分
アオウゼ（ダイユーエイトMAXふくしま４階）大活動室１、２

問い
合わせ

ɹͱ΍ͷ௨ॴϦϋϏϦςʔγϣϯͰ͸ɺԻָɺ
Ԃܳɺखܳɺख඼ɺғޟকعͳͲझຯ΍ಛٕΛ
ϘϥϯςΟΞ͞ΜΛืू͓ͯ͠Γ·͢ɻ͔ͨ͠׆
ɹ·ͨɺʮன৯ͷ੝Γ෇͚ɾ഑હɾย෇͚ʯͷ
͓ख఻͍Λ͍͚ͨͩΔํ΋ืू͓ͯ͠Γ·͢ɻ
ɹ༵೔ɾؒ࣌ଳͳͲ͸͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
ɹʢ໦༵೔͸͓ٳΈʣ

ͱ΍ͷΫϦχοΫ௨ॴϦϋϏϦςʔγϣϯ
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